
学校要覧抜粋 

Ⅳ 通信制課程 

日  課  表 

 

日  曜  日 月  曜  日 

職員朝会   8:30  ～  8:35 職員朝会  8:30  ～  8:40 

Ｓ Ｈ Ｒ   8:40  ～  8:50 Ｓ Ｈ Ｒ 9:40  ～  9:50 

１ 校 時   9:00  ～  9:50 １ 校 時 10:00  ～ 10:50 

２ 校 時  10:00  ～ 10:50 ２ 校 時 11:00  ～ 11:50 

３ 校 時  11:00  ～ 11:50 ３ 校 時 12:00  ～ 12:50 

４ 校 時  12:00  ～ 12:50 昼  食 12:50  ～ 13:30 

昼  食  12:50  ～ 13:30 ４ 校 時 13:35  ～ 14:25 

５ 校 時  13:35  ～ 14:25 ５ 校 時 14:35  ～ 15:25 

６ 校 時  14:35  ～ 15:25 ６ 校 時 15:35  ～ 16:25 

清  掃

Ｓ Ｈ Ｒ 
 15:35  ～ 15:50 

清  掃

Ｓ Ｈ Ｒ 
16:35  ～ 16:50 

部 活 動 15:50  ～  部 活 動 16:50  ～      

 



［１］設置の目的 

    教育基本法の趣旨に基づき、個人の経済的事情や通学距離の関係又は現に一定の職業に従事し

ている等のために、進学の熱意に燃えながらも全日制や定時制の高等学校に進学できない者に対

し、通信制によって高等学校教育を行うことを目的としています。 

 

[２］学習方法 

通信制の高等学校における教育は、授業を中心とする全日制や定時制の高等学校と異なり、生

徒が自宅で個別に自学自習することを原則としています。その方法は次のとおりになっています。 

 

 １ 生徒は、自宅などにおいて教科書と学習書などをもとにして学習します。そして、各教科

科目に与えられたレポート（報告課題）を学校に提出し、各教科科目の担当教師より添削

指導を受けます。 

 ２ 毎週１回、日曜日または月曜日に行われるスクーリング(面接指導)に出席して指導を受け

ます。 

 ３ 上記１・２により、レポート(報告課題)とスクーリング(面接指導)により所定の学習を終

えた後、定期考査を受けます。 

 

  このようにして逐次学習を進め、規定の高等学校教科科目 74 単位以上及び特別活動（30時間

以上）を修了すれば高等学校卒業の資格が得られます。修業年限は 3年以上です。 

 

 

【その他の単位認定】 

１ 髙等学校卒業程度認定試験合格科目の単位認定 

入学以前または在学中の高等学校卒業程度認定試験合格科目を高等学校の各教科・科目の 

単位として認定できます。 

２ 技能審査成果の単位認定 

在学中に技能審査に合格して資格を取得した場合は、対応する科目を修得していれば、そ 

の科目をさらに深めたものとみなし、当該科目の単位数の増加単位として認定できます。 

３ 校外学修による単位認定 

校外学修の単位は、「就業体験（インターンシップ）」「社会体験・ボランティア活動」 

「スポーツ・文化活動」等の証明を得られたとき、35単位時間（50分×35回）につき１単位 

を認定でき、在籍中３単位まで認定できます。 

 

[３］協力校 

沖縄県立高等学校通信教育規則第３条で下記の高等学校を協力校と定め、協力校は実施校の定

めるところにより実施校の行うスクーリング（面接授業）及び定期考査等に協力するものとなっ

ています。 

 

 １ 宮古協力校 ：沖縄県立宮古高等学校  

 ２ 八重山協力校：沖縄県立八重山高等学校 

 ３ 久米島協力校：沖縄県立久米島高等学校 

 



［５］学校運営組織
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[６] 各部・各年次の目標 

 

１ 各部 

 

（１）教務部 

① 本校の教育目標実現のために、教育活動が円滑に行われるよう全職員の共通理解と協力

体制の確立を目指す。 

② 各部・各年次・各教科との連携に努め、諸課題に対し適切な対応を図る。 

③ 諸表簿の点検と整理に努める。 

④ 行事の円滑な運営に努める。 

 

（２）生徒支援部 

① 身分証明書携帯指導の徹底。 

② 校内及び学校周辺での禁煙指導。 

③ 交通安全指導及び駐車マナーの啓発。 

④ 健康・安全な部活動の実践。 

⑤ 学校生活の充実と向上を図るための自主的、実践的な校友会活動。 

 

（３）進路指導部 

① 進学・就職に関する情報収集及び生徒への周知、進学指導の充実。 

②「進路だより」「進路の手引き」の充実と発行。 

③ 各年次との連携強化。 

 

（４）図書視聴覚部 

   ① 視聴覚機器の整備及び拡充。 

   ② 放送教育の研究。 

   ③ 学校図書館利用方法の周知。 

 

（５）環境・保健部 

環境美化 

① 校内緑化及び校内美化を計画的に実施する。 

   ② 学習環境の整備と清掃徹底を図る。 

   ③ 避難訓練や安全教育をとおして防災意識を高める。  

保健 

① 基本目標 

ア 心身ともに健康な生徒の育成を図る。 

イ 健康相談・教育相談の活性化を図る。 

② 努力事項 

ア 健康診断及び諸検査の徹底を図り、疾病の早期発見・治療の勧奨に努める。 

イ 担任・保護者及びスクールカウンセラー、諸関係機関との連携に努める。 

 

 

 



２ 各年次 

 

（１）１年次 

自己実現に向けて努力する態度を育み、学校生活の充実を図る。 

① 自学自習の意識を高め、レポートの提出日を厳守させることを目指す。 

② 各教科担任との連携を密にして、生徒の単位修得に向け、支援を強化する。 

③ 学校の諸行事への積極的な参加を促進する。 

④ ホームルームで交流を図る。 

 

（２）２年次 

生徒の豊かな人間形成を目標に、学校生活（学習活動、学校行事）の充実を図る。 

① 規律ある学校生活を目指し、スクーリングを大切にし、レポートの提出日を厳守させる。 

② 各教科担任との連携を密にする。 

③ 諸行事に積極的に参加する姿勢を育てる。 

 

（３）３年次 

最終年次としての自覚を促し、生徒相互の絆を深め、自己の目標に向け行動する力を育む。 

① 計画的な自学自習への取り組みを徹底させ、レポートの提出日を厳守させる。 

② 進路指導部と連携を図り、自己の実現、進学・就職の早期決定の指導に努める。 

③ 諸行事への参加を積極的に促し、中心的役割を果たせるようにする。 

 

（４）協力校 

   ① 協力校の仲間作りと年次を超えた交流を大切にする。 

   ② 規律ある学校生活を送り、スクーリングを大切にする姿勢を育む。 

③ 計画的な自学自習への取り組みを徹底させ、レポートの提出日を厳守させる。 

④ 離島世話係、教科担任との連携を密にし、情報交換の充実を図る。 



[７] 各教科の基本目標・努力事項  
 

１ 国語科 
（１）基本目標 

書く、読む、話す、聞くということの指導を通じて基礎学力の向上を図る。 

（２）努力事項 

①わかりやすいスクーリングを展開する。 

②学習意欲を高める工夫をし、自学自習を促す。 

③レポートの添削指導をきめ細かく行う。 

２ 地理歴史科 
（１）基本目標 

我が国及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色についての理解と認識を深

め、国際社会に主体的に生きる民主的、平和的な国家・社会の一員として必要な自覚と資質

を養う。 

（２）努力事項 

①自学自習を促し自力で解答に到達できるようにサポートする。 

②レポートの添削指導を通じ生徒の学習意欲を高めさせ、基礎基本学習の徹底を図る。 

③生徒の興味関心をとらえる、わかりやすく楽しい面接指導を目指す。 

３ 公民科 
（１）基本目標 

広い視野に立って、現代の社会について理解を深めさせるとともに、人間としてのあり方

生き方についての自覚を育て、民主的、平和的な国家・社会の有為な形成者として必要な公

民としての資質を養う。 

（２）努力事項 

①自学自習を促し自力で解答に到達できるようにサポートする。 

②レポートの添削指導を通じ生徒の学習意欲を高めさせ、基礎基本学習の徹底を図る。 

③生徒の興味関心をとらえる、わかりやすく楽しい面接指導を目指す。 

４ 数学科 
（１）基本目標 

数学の楽しさや数学的な見方や考え方のよさを知り、それらを進んで活用する態度を育てる。 

（２）努力事項 

①基礎学力の向上に努める。 

②生徒の理解を深めるＩＣＴ機器の活用とスクーリングの研究及び実施。 

③生徒のレポート作成の充実を図るための補助問題の研究及び実施。 

５ 理科 
（１）基本目標 

①総合的な自然観や科学的な思考の育成を図る。 

②自然を尊重する態度を養い、ＳＤＧｓなど、身近な事象に関心を持たせる。 

（２）努力事項            

①分かりやすいスクーリングの実践で基礎学力の向上を図る。 

②自学自習をサポートするための手立てを工夫する。 

６ 保健体育科 
（１）基本目標 

①生涯スポーツを志向し、スポーツに親しむ態度や習慣を育成する。 

②健康・安全に対する意識の高揚を図る。 

（２）努力事項 

①運動に親しみ、健康の増進を図り、生涯スポーツにつなげる。 

  （スポーツ等の楽しみ方を理解し、技術を向上させる。） 

②健康・安全に留意し、マナーを守り、自主的に運動する態度を育てる。 

  （自学自習、時間の有効利用、体育着の着用） 

③本校の実態に適した教材の開発。 



 

７ 芸術科（音楽） 
（１）基本目標 

音楽の基礎的な知識および技能を身につけることにより、豊かな創造力、音楽を愛好する心

情を育てる。 

（２）努力事項 

①わかりやすいスクーリングの展開。 

②興味関心が持てるスクーリング内容の工夫。 

③視聴覚教材を充実させ、生徒の音楽に対する興味関心を深める。 

８ 芸術科（書道） 
（１）基本目標 

生徒の素質を高め、書道を愛好する心情を育てる。 

（２）努力事項 

①わかりやすいスクーリングの展開。 

②古典の臨書を通して表現力と鑑賞力を高め創作の喜びを味わわせる。 

③書を身近なものとして、生活の中に取り入れるスクーリング内容の工夫。 

９ 外国語科 
（１）基本目標 

英語の基礎的な知識を養うとともに、英語を理解し、英語に親しむ態度を育てる。 

（２）努力事項 

①わかりやすい授業をこころがけ、英語に親しませ、基礎力を養う。 

②学習へのモチベーションを高め、自学自習に臨む姿勢を養う。 

③英語を通して、外国の人々の生活やものの見方についての理解を深めるように努める。 

10  家庭科 
（１）基本目標 

よりよく生きるという視点で学習に取り組み、自分自身の生き方や暮らし方を見つめ直す。 

（２）努力事項 

①わかりやすいスクーリングを展開する。 

②学習意欲を高め、自学自習をサポートするための手立てを工夫する。 

③身近な生活に結びつく学習内容や教材・教具を工夫する。 

11 情報科 
（１）基本目標 

情報化の発展に主体的に対応できる能力の育成を目指す。 

（２）努力事項 

①わかりやすいスクーリングを展開する。 

②情報モラルの向上を目指す。 

③情報機器を積極的に活用する姿勢を育てる。 

12 商業科 
（１）基本目標 

実生活に役立つような学習に取り組み、人生設計の基礎となる知識を身につける。 

（２）努力事項 

①商業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、ビジネスの意義や役割に

ついて理解させる。 

②わかりやすいスクーリングの展開。 

③実生活に結びつく学習内容・教材・教具の工夫。 



１　年次別在籍数

年次

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

A 17 1 26 2 46 23 4 20 0 47 16 1 25 2 44 56 6 71 4 137

B 16 2 26 1 45 22 1 21 3 47 16 1 25 3 45 54 4 72 7 137

C 17 1 26 2 46 22 2 20 2 46 17 2 25 1 45 56 5 71 5 137

D 0 0 0 0 0 22 3 21 1 47 17 1 25 1 44 39 4 46 2 91

E 10 1 32 2 45 12 1 30 2 45 16 1 26 2 45 38 3 88 6 135

小  計 60 5 110 7 182 101 11 112 8 232 82 6 126 9 223 243 22 348 24 637

宮古 2 1 5 3 11 4 0 9 0 13 6 0 8 0 14 12 1 22 3 38

八重山 3 2 2 1 8 3 0 1 0 4 0 1 7 0 8 6 3 10 1 20

久米島 2 0 0 0 2 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2 0 1 0 3

小  計 7 3 7 4 21 7 0 11 0 18 6 1 15 0 22 20 4 33 4 61

67 8 117 11 203 108 11 123 8 250 88 7 141 9 245 263 26 381 28 698

0 1 0 1

33 39 27 99

236 290 272 798

57 63 35 155

293 353 307 953

２　年齢別在籍(活動生)

計 計 計 計

81 0 0 81

52 67 0 119

31 66 58 155

11 44 71 126

1 19 37 57

2 24 45 71

1 4 6 11

0 2 4 6

2 3 7 12

1 1 0 2

2 1 1 4

184 231 229 644

17.0 18.6 20.3 18.819.1 18.6年齢平均 16.7 17.2 19.3 18.0 20.5 20.1

合   計 67 117 108 123 88 141 263 381

６０以上 1 30 2 1 0 0 1

6 6

５０～５９歳

４０～４９歳

1 1

0 2

1 0 0 0

3 0

0 1

3 4

２５～２９歳 0 1 6 5

３０～３９歳 0 0 3 3

2 2

1 1

4 2

2 2

27 30

２０～２４歳 1 1

１９歳 0 1

33 38

11 8

14 10

16 21

18 27

１８歳 6 5 56 7019 25 31 40

１７歳 15 16 58 9729 37 14 44

１６歳 20 32 48 7128 39 0 0

１５歳 24 57 24 570 0 0 0

年齢層
１年 ２年 ３年 全体

男 女 男 女 男 女 男 女

総生徒数 129 164 163 190 132 175 424 529

10 89 66
支援センター
在籍生徒数

39 18 25 38 25

15 46 53

通信在籍生徒数 90 146 138 152 107 165

未登録生 15 18 19 20 12

335 463

01000

[８] 生徒調査 

令和７年５月１日現在

1　年 2　年 3　年 全　体

本
　
校

協
力
校

活動生|休学生

未登録→休学 100



標準 実施 前期 後期 前期 後期 前期 後期

現代の国語 ◎ 2 2 2 0～2

言語文化 ◎ 2 2 2 0～2

論理国語 4 4 2 2 0～4

文学国語 4 4 2 2 0～4

歴史総合 ◎ 2 2 ★2 ※2 0～2

地理総合 ◎ 2 2 ★2 ※2 0～2

沖縄の歴史 学校設定 2 2 0～2
公
民 公共 ◎ 2 2 ★2 ※2 0～2

数学Ⅰ ◎ 3 4 2 2 0～4

数学Ⅱ 4 6 3 3 0～6 ｢数学Ⅰ｣の履修が必要

数学Ａ 2 4 2 2 0～4

学び直しの数学 　 学校設定 2 1 1 0～2

科学と人間生活 ○ 2 2 1 1 0～2

物理基礎 ○ 2 2 2 0～2

化学基礎 ○ 2 2 2 0～2

生物基礎 ○ 2 2 2 0～2

地学基礎 ○ 2 2 2 0～2

体育 ◎ 7～8 8 1 1 1 2 2 1 0～8

保健 ◎ 2 2 ★2 ※2 0～2

音楽Ⅰ ○ 2 2 　 ★2 ※2 　 0～2

書道Ⅰ ○ 2 2 ★2 　 　 ※2 0～2

沖縄の三線 学校設定 1 1 0～1

英語コミュニケーションⅠ ◎ 3 4 2 2 0～4

英語コミュニケーションⅡ 4 4 1 1 2 0～4
「英語コミュニケーションⅠ」の履修
が必要

論理・表現Ⅰ 2 2 2 0～2

家庭基礎 ◎ 2 2 ★2 ※2 0～2

生活教養 学校設定 2 2 0～2

情報Ⅰ ◎ 2 2 ★2 ※2 0～2

情報活用 学校設定 2 2 0～2

ビジネス基礎 2～6 3 3 0～3

情報処理 2～6 3 3 0～3

フードデザイン 2～6 2 2 0～2

保育基礎 2～6 2 2 0～2

学校外学習

社会体験活動

16 14 14 13 11 11 79

0 0 3 0 2 5 10

総合探究Ⅰ ◎ 1 1 ※１

総合探究Ⅱ ◎ 1 1 ※１

総合探究Ⅲ ◎ 1 1 ※１

17 14 18 13 14 16 92

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

17 14 18 13 14 16 92

[10]　令和7年度　教育課程表（本校）
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注)通信制課程において、生徒は所属年次にとらわれず、個々に応じて卒業に必要な科目を選択することができる｡
　　① 卒業に必要な総単位数は７４単位以上　　　　　　　　　②　◎は必履修科目、○は選択必履修科目
    ③ 学校設定科目は合わせて20単位までとする。　　　　　　④ ★を優先して履修し、未履修の場合は※を履修する。
　　⑤ ◇は在籍期×5時間（5～30時間）

地
歴

数
学

芸
術

外
国
語

主

と

し

て

専

門

学

科

に

お

い

て

開

設

さ

れ

る

各

教

科

･

科

目

商
業

家
庭

音楽Ⅰ(2)､書道Ⅰ(2)から１科目

学校外における学修として一定の要件を
満たすもの｡
3年間で3単位まで履修可能

共通教科・科目単位数　合計
校外学修は除く

専門教科・科目単位数　合計

総合的な
探究の時間

3～6 3

単位数　　小計

特別活動（ホームルーム活動・学校行事）

校外学修 学校設定 (3) 0～3

単位数　総合計

各年次　単位数　総合計 31 31 30 74～92



標準 実施 前期 後期 前期 後期 前期 後期

現代の国語 ◎ 2 2 2 0～2

言語文化 ◎ 2 2 2 0～2

論理国語 4 4 2 2 0～4

文学国語 4 4 2 2 0～4

歴史総合 ◎ 2 2 ★2 ※2 0～2

地理総合 ◎ 2 2 ★2 ※2 0～2

公
民 公共 ◎ 2 2 2 0～2

数学Ⅰ ◎ 3 4 2 2 0～4

数学Ⅱ 4 6 3 3 0～6 ｢数学Ⅰ｣の履修が必要

数学Ａ 2 4 2 2 0～4

科学と人間生活 ○ 2 2 1 1 0～2

物理基礎 ○ 2 2 2 0～2

化学基礎 ○ 2 2 2 0～2

生物基礎 ○ 2 2 2 0～2

地学基礎 ○ 2 2 2 0～2

体育 ◎ 7～8 8 1 1 1 2 2 1 0～8

保健 ◎ 2 2 ★2 ※2 0～2

音楽Ⅰ ○ 2 2 　 2 　 0～2

書道Ⅰ ○ 2 2 2 　 　 0～2

英語コミュニケーションⅠ ◎ 3 4 2 2 0～4

英語コミュニケーションⅡ 4 4 1 1 2 0～4
「英語コミュニケーションⅠ」の履修
が必要

論理・表現Ⅰ 2 2 2 0～2

家
庭

家庭基礎 ◎ 2 2 2 0～2

情
報 情報Ⅰ ◎ 2 2 2 0～2

ビジネス基礎 2～6 3 3 0～3

情報処理 2～6 3 3 0～3

家
庭

保育基礎 2～6 2 2 0～2

学校外学習

社会体験活動

15 13 11 11 11 9 70

0 0 3 0 0 5 8

総合探究Ⅰ ◎ 1 1 ※１

総合探究Ⅱ ◎ 1 1 ※１

総合探究Ⅲ ◎ 1 1 ※１

16 13 15 11 12 14 81

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

16 13 15 11 12 14 81

久米島校は74～75

共
･
専
･
総

教
科

科目
必
履
修

単位数 １年次科目 ２年次科目

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国
語

地
歴

0～3

理
科

３年次科目
単位数
合計

商
業

令和7年度　教育課程表（協力校）

注)通信制課程において、生徒は所属年次にとらわれず、個々に応じて卒業に必要な科目を選択することができる｡
　① 卒業に必要な総単位数は74単位以上　　　　　　　　② ◎は必履修科目、○は選択必履修科目
  ③ ★を優先して履修し、未履修の場合は※を履修する。④ ◇は在籍期×5時間（5～30時間）
　⑤ 体育については、1つの年次のみ登録可。           ⑥ 講師・施設・生徒の状況に応じて、実施科目の変更もある。

各年次　単位数　総合計 29 26 26 74～81

共通教科・科目単位数　合計

校外学修は除く

専門教科・科目単位数　合計

総合的な
探究の時間

3～6 3

単位数　　小計

特別活動（ホームルーム活動・学校行事）

単位数　総合計

主

と

し

て

専

門

学

科

に

お

い

て

開

設

さ

れ

る

各

教

科

･

科

目

数
学

備　　考

基礎を付した科目３科目または
｢科学と人間生活｣を含む２科目

久米島校では開設なし

校外学修 学設 (3)

芸
術

音楽Ⅰ(2)､書道Ⅰ(2)から１科目
久米島校では書道Ⅰ(2)は開設な
し

外
国
語

学校外における学修として一定の要件を
満たすもの｡
3年間で3単位まで履修可能

保
体



[11] 各教科レポート・スクーリング必要時数（令和7年度）

提出
回数

提出期
限遅れ
回数

実施
時数

必要な
出席時数

減免※１

回数
(上限)

提出
回数

提出期
限遅れ
回数

実施
時数

必要な
出席時数

減免※１

回数
(上限)

現代の国語 2 6 3以内 6 3以上 1

言語文化 2 6 3以内 6 3以上 1

論理国語 2 6 3以内 6 3以上 1 2 6 3以内 6 3以上 1

文学国語 2 6 3以内 6 3以上 1 2 6 3以内 6 3以上 1

歴史総合 2 6 3以内 6 3以上 1 2 6 3以内 6 3以上 1

地理総合 2 6 3以内 6 3以上 1 2 6 3以内 6 3以上 1

沖縄の歴史 2 6 3以内 6 3以上 0
公
民 公共 2 6 3以内 6 3以上 1 2 6 3以内 6 3以上 1

数学Ⅰ 2 6 3以内 6 3以上 1 2 6 3以内 6 3以上 1

数学Ⅱ 3 9 4以内 6 3以上 1 3 9 4以内 6 3以上 1

数学Ａ 2 6 3以内 6 3以上 1 2 6 3以内 6 3以上 1

学び直しの数学 1 3 1以内 3 2以上 1 1 3 1以内 3 2以上 1

科学と人間生活 1 3 １以内 4 4 1 1 3 １以内 4 4 1

物理基礎 2 6 3以内 8 8 2

化学基礎 2 6 3以内 8 8 2

生物基礎 2 6 3以内 8 8 2

地学基礎 2 6 3以内 8 8 2

体育（１） 1 2 1以内 5 5 1 1 2 1以内 5 5 1

体育（２） 1 2 1以内 5 5 1 2 2 1以内 10 10 3

体育（３） 2 2 1以内 10 10 3 1 2 1以内 5 5 1

保健 2 6 3以内 3 2以上 1 2 6 3以内 3 2以上 1

音楽Ⅰ 2 6 3以内 8 8 4 2 6 3以内 8 8 4

書道Ⅰ 2 6 3以内 8 8 4 2 6 3以内 8 8 4

沖縄の三線 1 3 1以内 4 4 2

英語コミュニケーションⅠ 2 6 3以内 8 8 3 2 6 3以内 8 8 3

英語コミュニケーションⅡ(2) 1 3 1以内 4 4 2

英語コミュニケーションⅡ(3) 1 3 1以内 4 4 2 2 6 3以内 8 8 3

論理・表現Ⅰ 2 6 3以内 8 8 3

家庭基礎 2 4 2以内 6 4以上 1 2 4 2以内 6 4以上 1

生活教養 2 4 2以内 4 4 1

フードデザイン 2 5 2以内 6 4以上 1

保育基礎 2 4 2以内 6 4以上 1

情報Ⅰ 2 5 2以内 5 4以上 1 2 5 2以内 5 4以上 1

情報活用 2 5 2以内 5 4以上 1

ビジネス基礎 3 6 3以内 8 6以上 1

情報処理 3 6 3以内 8 6以上 1

1 1 0 2 2 0 1 1 0 2 2 0

国
語

地
歴

数
学

理
科

保
体

芸
術

外
国
語

家
庭

情
報

商
業

総合探究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ

※１ 放送視聴によるスクーリング減免。

※ 協力校については、講師・生徒の状況に応じて実施する。

教
科 科　目

前　　期 後　　期

単
位
数

レポート スクーリング

単
位
数

レポート スクーリング



１．教科書
教科 科目名 発行者 記号･番号 教科書名 使用年次科目

現代の国語 東書 現国７０１ 新編現代の国語 １年次科目

言語文化 東書 言文７０１ 新編言語文化 １年次科目

文学国語 第一 文国７１０ 高等学校　標準文学国語 ２年次科目

論理国語 東書 論国７０１ 新編論理国語 ３年次科目

地理総合 帝国 地総７０３ 高等学校　新地理総合 ２･３年次科目

歴史総合 山川 歴総７０９ わたしたちの歴史　日本から世界へ ２･３年次科目

公民 公共 第一 公共７１１ 高等学校 新公共 １･３年次科目

数学Ⅰ 東書
数Ⅰ７０４
数Ⅰ７０５

新数学Ⅰ
新数学Ⅰ　解答編

１年次科目

数学Ⅱ 東書
数Ⅱ７１７
数Ⅱ７１８

新数学Ⅱ
新数学Ⅱ　解答編

３年次科目

数学Ａ 東書
数Ａ７０４
数Ａ７０５

新数学Ａ
新数学Ａ　解答編

２年次科目

化学基礎 東書 化基７０２ 新編化学基礎 １年次科目

生物基礎 第一 生基７１１ 高等学校　新生物基礎 １年次科目

物理基礎 第一 物基７１０ 高等学校　新物理基礎 ２年次科目

地学基礎 東書 地基７０１ 地学基礎 ２年次科目

科学と人間生活 第一 科人７０５ 高等学校　科学と人間生活 ３年次科目

保健体育 保健 大修館 保体７０１ 現代高等保健体育 １･２年次科目

音楽Ⅰ 教出 音Ⅰ７０１ 音楽 I　Tutti＋ １･２年次科目

書道Ⅰ 東書 書Ⅰ７０１ 書道Ⅰ １･２年次科目

英語コミュニケー
ションⅠ

東書 ＣⅠ７０１
All Aboard!
English Communication Ⅰ

１年次科目

英語コミュニケー
ションⅡ

東書 ＣⅡ７０１
All Aboard!
English Communication Ⅱ

２・３年次科
目

論理･表現Ⅰ 東書 論Ⅰ７０１
NEW FAVORITE
English Logic and Expression I

２年次科目

家庭 家庭基礎 東書 家基７０１ 家庭基礎　自立・共生・創造 ２･３年次科目

情報 情報Ⅰ 東書 情Ⅰ７０１ 新編情報Ⅰ １･３年次科目

ビジネス基礎 実教 商業７０１ ビジネス基礎 ２年次科目

情報処理 実教 商業７１６ 情報処理 Prologue of Computer ３年次科目

保育基礎 実教 家庭７０７ 保育基礎 ３年次科目

フードデザイン 実教 家庭７０３ フードデザイン ３年次科目

２．副読本・学習書
教科 科目名 副読本名 使用年次科目

国語 文学国語 学習課題集・標準文学国語 ２年次科目

地理 歴史 沖縄の歴史 新訂ジュニア版　琉球・沖縄史 ３年次科目

数学 学び直しの数学
改訂版 中学校3年間の数学が1冊で
しっかりわかる本

１年次科目

保健体育 体育 Active Sports2023〔総合版〕 全年次科目

芸術 沖縄の三線 改訂版　楽しい沖縄三線教室 ２年次科目

英語コミュニケー
ションⅠ

All Aboard!
English Communication Ⅰ

１年次科目

英語コミュニケー
ションⅡ

All Aboard!
English Communication Ⅱ

２・３年次科
目

家庭 生活教養 最新版 楽しく学べるマナーの基本 ３年次科目

情報 情報活用
よくわかる初心者のためのパソコン
入門　Windows11対応

２年次科目

教育図書株式会社

FOM出版

かんき出版

大修館書店

(株)千野出版事業部

外国語
NHK出版

NHK出版

編集工房 東洋企画

外国語

商業

家庭
(専門)

発行所

第一学習社編集部

芸術

[12]　令和７年度　使用教科書・副読本

国語

地理
歴史

数学

理科



［13］ 部 活 動 

１ 目 標 

   ① 健全な趣味や豊かな教養を養い、個性の伸長を図る。 

   ② 心身の健康を助長し、余暇を活用する態度を養う。 

   ③ 自主性を育てると共に、集団生活において協力していく態度を養う。 

   ④ 仲間意識を養い、連帯感を高め、相互の更なる成長を図る。 

 

２ 新設の手続き方法 

   ① 顧問及び希望生徒がいること。 

   ② 新設にあたり、趣意書を学校の部活動係へ提出すること。 

   ③ 職員会議と校友会運営委員会の合意を得るものとする。 

   ④ 新設後１年間を準部とし、原則として予算はないものとする。 

     １年経過後、再び職員会議と校友会運営委員会の合意を経て新設されるものとする。 

   ⑤ 新設申請は毎年４月中に学校の部活動係へ上記①，②を明記の上、提出する。 

 

３ 部顧問一覧                     

         〈体育系〉 

部  名 

ソフトテニス 

バスケットボール 

陸  上 

バレーボール 

バドミントン 

軟式野球 

卓  球 

 

〈文化系〉 

部  名 

書  道 

家庭クラブ 

パソコン 

放  送 

琉球芸能 

英 会 話 

美  術 

文  芸 

茶  道 

ボランティア 

合  唱 

簿  記 

軽 音 楽 

 



県内 県外 計 県内 県外 県内 県外 県内 県外

11 2 13 4 1 0 0 8 2 15 28

13 4 17 3 5 0 0 10 6 24 41

24 6 30 7 6 0 0 18 8 39 69

県内

県外

県内

県外

県内

県外

計

進路決定者数

卒業者数

（前後期含む）

就
　
職

県内

県外

計

専修
学校等

令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度 令和６年度

進
路
決
定
者
数

進学
計

大学 短期大学 専修学校等

男　子

女　子

計

就　　　職

進　　　学

卒業生
118名

（前後期含む）

3 6 6 4 7

118163 169 140 145

3 3 1 4 0

0 1 4 2 6

11 13 15 11 18

1 1 1 0 0

57 61 69 93 69

[14] 進路別集計（過去５年間の進路決定状況）

令和２年度～令和6年度の進路決定状況

大学

短期大学
進
　
　
　
学

22 24 33 27 39

4 0 6 6 8

35 37 36 66 30

32 30 34 60 24

3 7 2 6 6



 

［15］令和７年度   学校保健計画  
 

 

月 ４ ５ ６ ７．８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

月の重点 

基本的生活習慣の
確立 
 
 

健康状態の把握 
 

治療や未検査者の
早めの受診 
★薬物乱用防止 

熱中症・食中毒の
予防 
夏季の健康管理 

生活リズムを整え
る 
★心の健康 

目の健康について 
★心の健康 

体力の維持・向上 
歯口腔の健康 

体力の維持・向上 
性感染症について 
冬季の健康管理 

冬の感染症予防 
★心の健康 
 

冬の感染症予防 
★心の健康 

感染症の予防 
一年の振り返り 

学校保健 
関係行事 

前期入学式 
津波地震避難訓練 
保健調査 
 
 

本校定期健康診断 
新入生歓迎球技大
会 
★保護者会講話 

協力校健康診断 
定通夏季体育大会 
薬物乱用防止教育
講話 
★人権講話 

学校保健委員会 
協力校学習交流会 
前期考査 
後期転編入入試面
接検査 

前期卒業式 
保健調査（後期入
学） 
★職員研修(AED、
教育相談、特別支
援教育) 

後期開始 
学校保健委員会 
火災避難訓練 
 

定通秋季体育大会 
 

運動会 
ワックス作業 
世界エイズデー 

後期考査 
 

前期転編入面接検
査 
学校保健委員会 
 

後期卒業式 
新年度の取り組み 

保 
 
健 
 
管 
 
理 

対
人
管
理  

★保健・健康調査 
保健たより発行 
生徒情報交換会 
 
 

本校定期健康診断 
保健たより発行 
生徒情報交換会 

健康診断事後措置 
保健たより発行 
生徒情報交換会 
協力校定期健康診断 

健康診断事後措置 
保健たより発行 
生徒情報交換会 
協力校定期健康診断 

★後期入学の保健
・健康調査 
協力校定期健康診断 
 

保健たより発行 
生徒情報交換会 

保健たより発行 
生徒情報交換会 
 

運動会前健康調査 
保健たより発行 
生徒情報交換会 

保健たより発行 
生徒情報交換会 
 

保健たより発行 
次年度保健計画 
 

年間のまとめ 
次年度保健計画 
生徒情報引継ぎ 

対 
物 
管 
理 

安全点検 
飲料水水質検査 
救急薬品点検 
感染症対策 
 

安全点検 
飲料水水質検査 
救急薬品点検 
感染症対策 
 

安全点検 
飲料水水質検査 
救急薬品点検 
環境衛生検査 
（飲料水・プール水） 
感染症対策 

安全点検 
飲料水水質検査 
救急薬品点検 
貯水槽清掃 
環境衛生検査 
（空気・ﾀﾞﾆｱﾚﾙｹﾞﾝ） 
感染症対策 

 
安全点検 
飲料水水質検査 
救急薬品点検 
感染症対策 

安全点検 
飲料水水質検査 
救急薬品点検 
感染症対策 
 

安全点検 
飲料水水質検査 
救急薬品点検 
感染症対策 
 

安全点検 
飲料水水質検査 
救急薬品点検 
環境衛生検査 
（CO2検査） 
感染症対策 

安全点検 
飲料水水質検査 
救急薬品点検 
環境衛生検査 
（照度測定） 
感染症対策 

安全点検 
飲料水水質検査 
救急薬品点検 
感染症対策 
 

安全点検 
飲料水水質検査 
救急薬品点検 
感染症対策 
 

保 
 
 
 
健 
 
 
 
教 
 
 
 
育 

 
 
 
 
教 
 
 
科 
 
 
等 
 
 
 

科 
目 
保 
健 

【保健】①現代社会と健康 
    ②安全な社会生活 
    ③生涯を通じる健康 
    ④健康を支える環境づくり 

 
 
 
 
前期授業のまとめ 

（考査） 

 
 
 
 
 
 
 
 

後期受講登録 

【保健】①現代社会と健康 
    ②安全な社会生活 
    ③生涯を通じる健康 
    ④健康を支える環境づくり 

 
 
 
 
後期授業のまとめ 

（考査） 

 
 
 
 
 
 
 
 

前期受講登録 
 
 
 
 
 

関 
連 
教 
科 

 
【家庭基礎】【生物基礎】【科学と人間生活】【公共】 
 
【NHK放送教育：保健】 
※通信制のため、放送教育を受けることで特設授業の代替
を実施 

 
【家庭基礎】【生物基礎】【科学と人間生活】【公共】 
 
【NHK放送教育：保健】 
※通信制のため、放送教育を受けることで特設授業の代替
を実施 

総
合
的
な
探
究 

 
 

※各年次で 1時間設定している（平和・伝統芸能・キャリア教育） 

 
 

※各年次で 1時間設定している（平和・伝統芸能・キャリア教育） 

 
 
特 
 
別 
 
活 
 
動 
 

Ｈ 
Ｒ 
活 
動 

保健調査票記入 
前期生活状況調べ 
健康診断事前指導 
保健室の利用 
感染症予防 
 

健康診断の事前指
導 
★心の健康 
世界禁煙デー 
感染症予防 
 

う歯・食中毒予防 
治療勧告と未検査
者受診指導 
感染症予防 
★薬物乱用防止教
育 
★人権教育 

健康診断事後指導 
夏の健康管理（熱
中症・食中毒の予
防） 
 

健康診断事後指導 
感染症予防 
結核予防月間 
 

目の健康 
★心の健康 
後期生活状況調べ 
健康診断事後指導 
 

歯肉の健康 
感染症予防 
健康診断事後指導 
 
 

運動会前の保健指
導 
エイズ・性感染症 
冬季の健康管理 
健康診断事後指導 
 
 

★心の健康 
冬季の感染症予防 
 
 

★心の健康 
冬季の感染症予防 
 

今年度の振り返り 
次年度に向けて 
 
 

生
徒 
会 

清掃活動の推進 
 
 

清掃活動の推進 
 
 

清掃活動の推進 
 
 

清掃活動の推進 
 
 

 
 
 

清掃活動の推進 
 
 

清掃活動の推進 
 
 

清掃活動の推進 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

個別 
・ 
日常 
指導 

基本的な生活習慣 
健康診断の受け方 
保健室利用 
感染症予防対策 

★心身の健康 
感染症予防対策 
 

歯口腔の保健指導 
感染症予防対策 

夏の健康管理（熱
中症・食中毒の予
防） 
感染症予防対策 

 

基本的な生活習慣
作り 
感染症予防対策 
 

 

目のケアについて 
★心身の健康 
感染症予防対策 

 
 

歯科の受診指導 
体力作りとケガの
予防 
感染症予防対策 
 

ケガの予防 
性感染症について 
感染症予防対策 

 
 

★心身の健康 
感染症予防対策 

 
 

★心身の健康 
感染症予防対策 

 
 

今年度の振り返り 
感染症予防対策 

 
 

組織活動 

教育相談 
環境保健 
特別支援教育委員
会 
 

教育相談 
環境保健 
特別支援教育委員
会 

教育相談 
環境保健 

 
 

教育相談 
環境保健 
第１回学校保健委
員会 
 

教育相談 
環境保健 

 
 

教育相談 
環境保健 
第２回学校保健委
員会 
特別支援教育委員会 

教育相談 
環境保健 
 
 

教育相談 
環境保健 

 
 

教育相談 
環境保健 

 
 

教育相談 
環境保健 
第 3 回学校保健委
員会 
 

教育相談 
環境保健 
 
 

 
       ※「生命(いのち)の安全教育」を実施する教科等には「★」を付ける。 
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   月 
項目 

４ ５ ６ ７・８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

月 の 重 点 
前期入学式･始業式
地震津波避難訓練 
 

新入生歓迎行事 
定期健康診断 

定時制夏季体育大
会 交通安全指導 

前期定期考査 
協力校学習交流会 

前期卒業式 
後期入学式･始業式 
火災避難訓練 

進路ガイダンス 
運動会にむけて 

ワックスがけ 
運動会 

後期定期考査 次年度受講登録 後期卒業式 

学 校 行 事 

前期入学式･始業式
地震津波避難訓練 
 

新入生歓迎行事 
定期健康診断 

定時制夏季体育大
会 交通安全指導 
薬物乱用防止教育
講話 

前期定期考査 
巡回スクーリング 

前期卒業式 
後期入学式･始業式 
火災避難訓練 

定時制秋季体育大
会  

ワックスがけ 
運動会 

後期定期考査 次年度受講登録 後期卒業式 

安 

 
 

全 
 

 

 
教 

 
 

 
育 

教 科 

体育施設の安全指
導及び整備、点検避
難経路確認 
 

飲酒･喫煙（薬物）
について） 

現代社会と健康に
ついて 
薬物乱用防止教育 

夏季生活の心得  火災時避難の心得 
健康を意識した生
活をしよう 

冬の健康管理と 
体力増進奨励 

後期ｽｸｰﾘﾝｸﾞのまと
め 評価 

  

総合的 
な探究 

各年次とも２時間の実施。それぞれの年次でテーマが設定されているため、総合的な探究での安全学

習は実施しない。 

各年次とも２時間の実施。それぞれの年次でテーマが設定されているため、総合的な探究での安全学習は実施しない。 

１ 年 

Ｈ Ｒ 

車両通学生の交通
安全マナー指導  
避難経路誘導 
 

喫煙と健康 
飲酒と健康 

健康相談 
薬物乱用防止教育 
熱中症予防 
(水分補給など) 

夏季の生活の心得 
 

夏季の生活の心得
（熱中症予防） 

避難訓練に向けて
の指導 

健康観察の実施 
手洗いうがい励行 

屋外運動奨励 
冬休み健康生活指導 

健康相談 
感染症罹患状況把握 

 
春休み健康管理・生
活指導  

２ 年 
Ｈ Ｒ 

車両通学生の交通
安全マナー指導 避
難経路誘導 

喫煙と健康 
飲酒と健康 

健康相談 
薬物乱用防止教育 
熱中症予防 
(水分補給など) 

夏季の生活の心得 
 

夏季の生活の心得
（熱中症予防） 

避難訓練に向けて
の指導 

健康観察の実施 
手洗いうがい励行 

屋外運動奨励 
冬休み健康生活指導 

健康相談 
感染症罹患状況把握 

 
春休み健康管理・生

活指導  

３ 年 
Ｈ Ｒ 

車両通学生の交通
安全マナー指導 避
難経路誘導 
 

喫煙と健康 
飲酒と健康 

健康相談 
薬物乱用防止教育 
熱中症予防 
(水分補給など) 

夏季の生活の心得 
 

夏季の生活の心得
（熱中症予防） 

避難訓練に向けて
の指導 

健康観察の実施 
手洗いうがい励行 

屋外運動奨励 
冬休み健康生活指導 

健康相談 
感染症罹患状況把握 

 卒業後にあたって 

生徒会 
活動 

 

前期入学式 
始業式 

新入生歓迎行事 
定時制夏季体育大
会 

 前期卒業式  
定時制秋季体育大
会   

運動会   後期卒業式 

安 
 

全 
 

管 
 

理 

対
人
管
理 

学 
校 

生 

活 

不審者への対処方
法確認 
救急体制の確認 
避難経路の確認 
 

 禁煙（薬物）指導）
健康診断事後指導 

部活動、生徒引率時
の安全確認 

部活動時の安全 
確認（熱中症、感染
症予防対策） 

卒業式に向けての
マナー指導 
感染症予防対策 

避難訓練の実施 
避難経路の確認 

部活動時の安全 
確認 

ワックスがけ 
感染症拡大予防対
策 

感染症予防対策 
卒業式に向けての
マナー指導 

年度のまとめと反
省 

対
物
管
理 

学 

校 
環 

境 

校内外の安全点検
駐車場の整備 
防災･防火計画の周
知 職員研修 
 

校内外の安全点検
グランド整備 

校内外の安全点検 校内外の安全点検 
校内外の安全点検
照度測定 

校内外の安全点検 
防災訓練職員研修 

校内外の安全点検 
グラウンド整備 

校内外の安全点検 校内外の安全点検 校内外の安全点検 校内外の安全点検 

安全確保に 

関する点検 

緊急地震速報器 
の操作法確認 
 

感染症予防のため
の消毒等の確保 

地震津波避難訓練
の際、緊急地震速報
器の操作法確認の
他、放送設備や防火
扉、消化設備の確認 
 

 
火災避難訓練の際、
放送設備や非常階
段の点検 

危機管理マニュア
ルの見直し 

感染症予防のため
の消毒等の確保 

感染症予防のため
の消毒等の確保 

感染症予防のため
の消毒等の確保 

放送設備点検 
危機管理マニュア
ルの見直し 

課 外 指 導 
個 別 指 導 

車両通学駐車登録
検温 消毒指導 
 

車両通学全体指導
検温 消毒指導 

車両通学駐車登録 車両通学全体指導 校内外巡視 校内外巡視 校内外巡視 車両通学者の指導 校内外巡視 校内外巡視 校内外巡視  

Ｐ Ｔ Ａ 等 

組 織 活 動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PTA 三部合同緑化

作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PTA 三部合同緑化

作業 

 

 

 

 
 



 

［17］防災・防火計画 

１ 基本方針 

（１）防災・防火の安全教育を徹底し、避難訓練等を実施する。 

（２）防災・防火にあたっては、職員・生徒が協力し合って、所定の行動をとる。 

２ 日々の注意事項 

   （１）最後に帰宅する職員は、戸締まり、消灯後施錠、鍵を事務室鍵箱に返却し、警備員に 

一声掛けて帰宅する。 

    （２）扇風機やスタンド、共有パソコン、職員個別用パソコンは電源を切る。台風及び落雷 

の恐れがある際にはコンセントを抜く。 

    （３）各教室、準備室、施設等の鍵は鍵箱に返却する。 

 

３ 非常時分担  

（１）防災、盗難防止責任者 校 長  

（２）防災係（消火、物品搬出） 教 頭  

（３）盗難予防係（鍵の保管） 事務長  

（４）訓練、企画係（対内外） 教 諭  

  

４ 火気取締責任者 

場  所 責 任 者 場  所 責 任 者 

校 長 室  進 路 室  

副 校 長 室  図 書 館  

事 務 室  普 通 教 室  

職 員 室  生物教室･準備室  

談 話 室  化 学 教 室  

保 健 室  校 友 会 室  

被服室･準備室  パソコン室  

調 理 室  書 道 教 室  

作 法 室  音楽教室･準備室  

  休憩室（男）  視聴覚室･準備室  

  休憩室（女）  物理教室･準備室  

教育相談室  ＬＬ教室  

就学支援センター  体 育 館  

 


